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�

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
合
併
論
議
の
基
本

と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
『
地
区
懇
談
会
』

（
※
２
）
や
『
市
職
員
出
前
フ
リ
ー
ト
ー

ク
』
（
※
３
）
な
ど
の
場
を
借
り
て
、
市

町
村
合
併
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
２　

地
区
懇
談
会
…
市
が
直
面
し
て
い

　

る
問
題
や
地
域
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

　

連
合
町
内
会
単
位
で
、
市
長
や
市
の
幹

　

部
職
員
な
ど
と
話
し
合
う
会
議
で
、
毎

　

年
、
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

※
３　

市
職
員
出
前
フ
リ
ー
ト
ー
ク
…
少

　

人
数
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
市
の
職
員
が

　

直
接
出
向
い
て
、
市
の
事
業
や
制
度
な

　

ど
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
や
意
見
交
換

　

を
行
う
制
度
。
電
話
な
ど
で
、
申
し
込

　

む
こ
と
が
で
き
る
。

ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
厳
し
い
財
政
状
況
と
市
町
村
の
役
割
の

　

変
化

　

国
と
地
方
の
借
金
の
合
計
が
平
成　

年
14

度
末
で　

兆
円
程
度
に
上
る
と
見
込
ま
れ
、

693

国
や
地
方
の
財
政
状
況
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
の
中
、
こ
れ
ま
で
国
や
道
が
行
っ
て

き
た
仕
事
を
市
町
村
に
移
す
な
ど
と
い
っ

た
地
方
分
権
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
町
村
が
将
来
に
わ
た
っ
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
よ
り
一
層
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

市
は
、
地
方
分
権
の
推
進
を
図
り
、
真

の
意
味
で
の
地
方
自
治
の
実
現
を
目
指
す

上
で
、
市
町
村
合
併
は
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
回
の
市
町
村

合
併
の
基
本
は
、
『
住
民
の
み
な
さ
ん
の

意
思
』
が
最
優
先
す
る
自
主
的
な
取
り
組

み
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
は
ど
う
あ

る
べ
き
な
の
か
」
を
十
分
に
論
議
を
尽
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

合
併
を
論
議
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
何

よ
り
も
私
た
ち
の
ま
ち
の
現
状
や
課
題
、

そ
し
て
関
係
す
る
市
町
村
の
町
の
姿
や
現

状
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
は
、
今
後
も
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
国
は
市
町
村
合
併
を

促
進
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
広
が
る
日
常
生
活
圏

　

交
通
や
情
報
通
信
網
の
発
達
な
ど
に
よ

り
、
日
常
生
活
圏
が
市
町
村
の
枠
を
超
え

拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
を

重
複
せ
ず
整
備
し
近
隣
の
住
民
が
相
互
に

活
用
す
る
な
ど
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来

　

少
子
・
高
齢
社
会
を
迎
え
、
今
後
ま
す

ま
す
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
需
要

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
維
持
・
向
上
と
財
政
負
担
の
バ
ラ

国
が
市
町
村
合
併
を

促
進
す
る
理
由

市
町
村
合
併
に
関
す
る

登
別
市
の
考
え
方

国
庫
補
助
金

①
合
併
準
備
補
助
金

　

市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
や
そ
の
準
備
な

ど
に
必
要
な
経
費
に
対
し
、
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

②
合
併
市
町
村
補
助
金

　

合
併
に
伴
い
、
市
町
村
建
設
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税

①
普
通
交
付
税

�
普
通
交
付
税
額
の
算
定
の
特
例
（
合
併
算

　

定
替
）

　

合
併
後　

年
間
は
、
合
併
し
な
か
っ
た
場

10

合
の
普
通
交
付
税
額
が
全
額
保
障
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
５
年
間
は
、
段
階
的
に

本
来
の
交
付
税
額
に
減
額
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

�
合
併
直
後
の
臨
時
的
経
費
に
対
す
る
財
政

　

措
置

　

合
併
後
の
基
本
構
想
な
ど
の
策
定
や
改
訂
、

シ
ス
テ
ム
統
一
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
、

行
政
の
一
体
化
に
要
す
る
経
費
な
ど
が
普
通

交
付
税
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

②
特
別
交
付
税

�
合
併
準
備
経
費

　

合
併
協
議
会
へ
の
負
担
金
や
合
併
に
向
け

て
の
啓
発
事
業
な
ど
の
合
併
準
備
経
費
に
つ

い
て
、
５
年
を
限
度
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

�
合
併
移
行
経
費

　

合
併
す
る
市
町
村
が
、
速
や
か
な
一
体
性

の
確
立
を
図
る
た
め
、
合
併
前
に
要
す
る
電

算
シ
ス
テ
ム
統
一
な
ど
の
経
費
を
対
象
と
し

て
交
付
さ
れ
ま
す
。

�
合
併
格
差
是
正

　

合
併
を
機
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
施
設
整

備
を
は
じ
め
、
公
共
料
金
や
公
債
費
負
担
の

格
差
是
正
な
ど
、
合
併
後
の
需
用
に
対
し
３

年
を
限
度
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

特
例
地
方
債
（
合
併
特
例
債
）

①
合
併
市
町
村
の
建
設
事
業

　

合
併
後　

年
間
に
限
り
、
市
町
村
建
設
計

10

画
に
基
づ
く
特
に
必
要
な
事
業
の
経
費
の
借

り
入
れ
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
（
充
当
率

…　

�
）
、
元
利
償
還
金
の　

�
が
普
通
交

95

70

付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

②
合
併
市
町
村
振
興
の
た
め
の
基
金
造
成

　

旧
市
町
村
単
位
の
地
域
振
興
・
住
民
の
一

体
感
醸
成
を
目
的
と
す
る
基
金
造
成
の
た
め

の
借
り
入
れ
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
（
充

当
率
…　

�
）
、
元
利
償
還
金
の　

�
を
普

９５

70

通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

市
町
村
合
併
を
促
す

国
の
財
政
支
援

シ
リ
ー
ズ

市
町
村
合
併
③

登別市＋室蘭市＋伊達市 登別市＋白老町
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登別市関係分


